
　

３
月
12
日
の
阿
那
賀
伊
毘
林
野

火
災
の
際
、
自
主
的
に
消
火
活

動
に
協
力
さ
れ
た
堀
建
設
㈱
（
堀

洋
二
社
長
）
に
、
３
月
28
日
、
真

野
和
典
南
あ
わ
じ
市
消
防
団
長
か

ら
、感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

火
災
発
生
時
、
消
防
団
員
で
も

あ
る
同
社
の
従
業
員
２
人
が
、
付

近
に
水
源
が
な
い
た
め
、
機
転
を

利
か
し
、
自
社
の
作
業
用
散
水
車

と
高
圧
洗
浄
車
を
提
供
し
、
遠
く

の
た
め
池
か
ら
水
を
約
20
回
も
ピ

ス
ト
ン
輸
送
し
て
、
林
野
火
災
の

鎮
火
に
貢
献
。

　

堀
社
長
は
「
消
火
活
動
に
協
力

す
る
の
は
当
然
の
こ
と
。
従
業
員

は
よ
く
や
り
ま
し
た
」
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

▲感謝状を受け取る堀社長（右）

消
火
活
動
の
協
力
者
へ
感
謝
状
を
贈
呈

　

旧
西
淡
町
と
旧
三
原
町
で
整
備

さ
れ
て
い
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

を
、
緑
・
南
淡
地
域
へ
広
域
化
し
、

併
せ
て
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対

応
や
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
を
可
能
と
す
る
高
度
情

報
化
社
会
へ
対
応
す
る
整
備
工
事

が
３
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
総
事

業
費
47
億
円
。

　

こ
の
整
備
は
、
南
あ
わ
じ
市
が

誕
生
し
た
平
成
17
年
１
月
か
ら
始

ま
り
、
沼
島
へ
の
海
底
光
フ
ァ
イ

バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
含
め
、
市
内
全
域

で
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
敷
設
。
ま
た
、

ケ
ー
ブ
ル
網
を
活
用
し
た
屋
外
サ

イ
レ
ン
や
ス
ピ
ー
カ
ー
、
防
災
監
視

カ
メ
ラ
等
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

３
月
29
日
、
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
淡
路
局
舎
前
で
竣
工
式
が

行
わ
れ
、
中
田
市
長
は
「
身
近
な

情
報
環
境
が
整
い
ま
し
た
。
市
民

の
交
流
や
ま
ち
の
活
性
化
、
安
全

安
心
に
役
立
つ
よ
う
活
用
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
こ
の

後
、
防
災
サ
イ
レ
ン
の
一
斉
吹す

い
め
い鳴

や
、
ま
た
開
局
ま
で
の
整
備
工
事

の
歩
み
を
ま
と
め
た
記
念
番
組
が

放
送
さ
れ
ま
し
た
。

整
備
工
事
の
竣
工
式
を
行
う

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
広
域
化
・
高
度
化
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南
あ
わ
じ
市
で
は
、
企
業
誘
致

を
重
点
施
策
と
し
て
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
な
か
で
、
国
が
昨

年
６
月
に
地
方
へ
の
企
業
誘
致
を

促
進
す
る
「
企
業
立
地
促
進
法
」

（
略
称
）
を
施
行
。
国
か
ら
の
支

援
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
「
南

あ
わ
じ
市
企
業
立
地
基
本
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

基
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
兵
庫
県
と
市
、
南
あ
わ
じ
市

商
工
会
が
共
同
し
て
「
地
域
産
業

活
性
化
協
議
会
」
を
設
立
。
内
容

を
協
議
、
検
討
し
ま
し
た
。

　

３
月
25
日
に
は
、
経
済
産
業
大

臣
室
で
市
の
基
本
計
画
に
対
し
て

の
同
意
書
（
４
省
庁
で
同
意
）
の

交
付
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
同
意
に
よ
り
、
県
と
市
、

立
地
す
る
企
業
が
国
の
支
援
措
置

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に

市
内
の
企
業
誘
致
、
企
業
立
地
が

促
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
ふ
れ
あ
い
市
長
室
に
関
連
記
事
）

　

詳
し
く
は
、
南
あ
わ
じ
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
企
業
誘
致
課
☎
37
・
３
０
４
６

▲甘利経済産業大臣（右）と握手を交わす中田市長

　

こ
の
ほ
ど
県
が
進
め
て
い
た
主

要
地
方
道
洲
本
灘
賀
集
線
阿
万
バ

イ
パ
ス
（
全
長
約
７
・
８
㎞
）
の

最
後
の
施
工
区
間（
全
長
約
２
・
３

㎞
）
が
完
成
し
、
全
線
開
通
し
ま

し
た
。

　

阿
万
東
町
か
ら
国
道
28
号
線
の

あ
る
国
衙
ま
で
の
同
線
区
間
は
、

道
幅
が
狭
く
、
沿
線
沿
い
に
人
家

が
多
い
た
め
、
交
通
渋
滞
・
交
通

事
故
が
多
発
し
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
を
解
消
す
る
た
め
、
平
成
６
年

度
か
ら
５
区
間
に
分
け
て
工
事
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

３
月
26
日
に
行
わ
れ
た
開
通
式

に
は
、
工
事
関
係
者
や
地
元
住
民

約
２
百
人
が
参
加
。
式
典
の
後
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
く
す
球
割
り
。

ま
た
記
念
行
事
と
し
て
阿
万
小
学

校
児
童
に
よ
る
鼓
笛
や
フ
ラ
ッ
グ

隊
、
同
保
育
所
園
児
の
だ
ん
じ
り

唄
や
キ
ッ
ズ
ソ
ー
ラ
ン
、
中
西
、

塩
屋
両
地
区
の
檀
尻
練
り
を
し
て

盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
大
型
車
両
を
含
む
自
動

車
が
通
行
し
や
す
く
な
り
、
地
域

の
発
展
や
交
通
事
故
の
減
少
に
役

立
て
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 地

域
住
民
が
参
加
し
て
祝
う

阿
万
バ
イ
パ
ス
全
線
開
通

　

先
般
、経
済
産
業
省
に
お
い
て
、

企
業
立
地
促
進
法
に
基
づ
く
地
域

産
業
活
性
化
計
画
（
基
本
計
画
）

の
申
請
に
対
し
同
意
書
交
付
式
が

あ
り
、
甘
利
大
臣
よ
り
直
接
交
付

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
法

律
は
少
子
対
策
や
地
域
活
性
化
の

最
重
要
課
題
で
あ
る
企
業
誘
致
対

策
に
国
か
ら
の
支
援
措
置
が
あ
る

も
の
で
、
課
税
免
除
に
対
す
る
減

収
補
て
ん
、
特
別
交
付
税
及
び
工

場
立
地
法
の
特
例
、
産
業
立
地
支

援
事
業
の
補
助
、企
業
と
し
て
は
、

設
備
投
資
減
税
（
特
別
償
却
機
械

が
15
％
、
建
物
が
８
％
）、
人
材

育
成
の
た
め
の
研
修
費
用
等
の
補

助
制
度
で
す
。

　

経
済
産
業
大
臣
だ
け
で
な
く
、

財
務
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
国

土
交
通
大
臣
の
４
名
連
記
に
よ
る

承
認
を
い
た
だ
き
、
省
庁
間
の
垣

根
を
越
え
た
横
断
的
対
策
の
一
つ

と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

淡
路
島
は
急
激
な
人
口
減
少

社
会
に
入
り
、
こ
の
５
年
間
で

７
千
７
百
20
人
が
減
少
し
ま
し

た
。
ま
た
、
１
年
間
の
総
生
産
額

も
こ
こ
５
年
前
よ
り
約
１
千
億
円

減
少
し
て
４
千
億
円
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
は
働
く
場
の
確
保

の
た
め
政
策
的
に
４
月
よ
り
企
業

誘
致
課
を
設
置
し
、
積
極
的
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ま
も
色
々
な
情
報
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
ご
一
報
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

併
せ
て
、
国
は
地
方
再
生
戦
略

の
一
環
と
し
て
、
農
商
工
連
携
に

よ
る
地
域
産
業
の
活
性
化
を
打
ち

出
し
て
お
り
ま
す
。
地
域
特
産
品

の
独
自
性
を
発
揮
し
、
生
産
・
加

工
・
流
通
・
販
売
を
視
野
に
入
れ

た
起
業
化
。
宿
泊
施
設
・
レ
ス
ト

ラ
ン
・
土
産
店
な
ど
と
連
携
し
た

特
徴
あ
る
農
林
水
産
物
の
販
売
促

進
。
集
客
施
設
や
自
然
景
観
な
ど

と
面
的
連
携
を
図
っ
た
戦
略
的
な

交
流
人
口
の
増
加
対
策
な
ど
、
市

民
の
力
に
よ
っ
て
地
域
の
活
力
を

引
き
出
す
た
め
の
誘
発
対
策
が
提

案
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
と
と
も
に
夢
・
知

恵
・
元
気
を
出
し
合
い
、
南
あ
わ

じ
市
が
一
丸
と
な
り
、
地
域
活
性

化
の
た
め
に
よ
り
一
層
の
ご
尽
力

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

広報 

4

▲完成を祝い、だんじり唄を披露する阿万保育所園児

▲くす玉を割って完成を祝う関係者

　

３
月
27
日
、
淡
路
考
古
学
研
究

会
副
会
長
の
永
田
誠
吾
さ
ん
（
洲

本
市
）
が
、
市
内
小
中
学
校
24
校

に
図
書
を
各
１
冊
ず
つ
寄
贈
し
た

い
と
申
し
出
が
あ
り
、
塚
本
教
育

長
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

図
書
は
永
田
さ
ん
が
自
費
出
版

し
た
「
稲
作
の
マ
ツ
リ
と
祈
り
―

淡
路
島
の
年
中
行
事
」。
農
業
の

機
械
化
な
ど
で
行
な
わ
れ
な
く

な
っ
た
島
内
の
米
作
り
に
ま
つ
わ

る
祭
り
や
風
習
を
、
永
田
さ
ん
が

聞
き
取
り
調
査
し
て
、
再
現
写
真

と
と
も
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
17
小
学
校
で
４
月
８

日
、
入
学
式
が
行
わ
れ
、
新
１
年

生
４
５
８
人
全
員
に
防
犯
ブ
ザ
ー

が
配
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
２
百
個
は
西
淡
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
亀
井
二
郎
会

長
）
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

寄
贈
は
今
年
で
４
回
目
。

　

市
で
は
、
近
年
全
国
的
に
増
加

し
て
い
る
子
ど
も
を
取
り
ま
く
犯

罪
の
予
防
な
ど
に
役
立
つ
よ
う
に

と
、
毎
年
配
布
し
て
い
ま
す
。

永
田
誠せ

い

ご吾
さ
ん
、
郷
土
史
本
を
寄
贈

　

宝
く
じ
の
収
益
を
財

源
と
し
た
㈶
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
の
19
年
度
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

を
活
用
し
、
こ
の
ほ

ど
賀
集
生せ

い
ご子
自
治
会
で

は
、だ
ん
じ
り
備
品
（
太

鼓
、
提
灯
）
を
新
調
し
ま
し
た
。

　

山
﨑
自
治
会
長
は
、「
こ
れ
を

機
に
、
地
域
の
歴
史
・
伝
統
に
対

す
る
住
民
意
識
の
高
揚
と
、
地
域

の
活
性
化
・
住
民
交
流
を
促
し
て

い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
21
年
度
助
成
事
業
は
、

広
報
９
月
号
で
ご
案
内
し
ま
す
。

宝
く
じ
の
収
益
を
活
用
し
、
だ
ん
じ
り
備
品
を
新
調

防
犯
ブ
ザ
ー
を
寄
贈

西
淡
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

▲新調された太鼓（左）と提灯

▲塚本教育長に本を手渡す永田さん（右）

南
あ
わ
じ
市
企
業
立
地
基
本
計
画
を
策
定

企
業
誘
致
の
促
進
に
国
が
支
援


